
、

高
市
首
相
は
１
月
23
日
、
第
２
２
０
回
通
常
国
会

の
冒
頭
に
解
散
を
強
行
し
た
。
解
散
の
理
由
と
し
て

「
高
市
早
苗
が
内
閣
総
理
大
臣
で
よ
い
の
か
ど
う
か
、

国
民
の
皆
様
に
決
め
て
い
た
だ
く
。
そ
れ
し
か
な
い
。
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
通
常
の
手
続
き
を
経
て
総
理
大

臣
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
信
を
問
う
必
要

は
な
い
。
ま
し
て
、
所
信
表
明
す
ら
や
ら
ず
に
冒
頭

に
解
散
な
ど
過
去
に
例
が
な
い
、
自
民
党
政
治
の
行

き
詰
ま
り
や
疑
惑
隠
し
の
た
め
の
、
全
く
の
自
己
都

合
解
散
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
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週
刊 新社会

高
市
政
権
は
、
自
ら
の

台
湾
を
め
ぐ
る
「
存
立
危

機
事
態
発
言
」
に
よ
っ
て
、

中
国
の
厳
し
い
反
発
を
受

け
多
大
な
経
済
的
損
失
を

受
け
て
い
る
。
一
方
、
力

で
世
界
を
支
配
し
よ
う
と

す
る
ト
ラ
ン
プ
の
暴
挙
に

は
何
も
言
え
な
い
。

ま
た
、
自
身
の
政
治
資

金
規
正
法
違
反
の
疑
い
や
、

自
民
党
と
統
一
教
会
の
癒

着
問
題
（
２
０
２
１
年
の

総
選
挙
で
２
９
０
名
の
自

民
党
候
補
が
応
援
を
受
け
、

高
市
氏
の
名
前
が
32
回
も

報
告
書
に
書
か
れ
て
い
た
）

な
ど
、
国
会
で
の
対
応
に

絶
え
ら
れ
な
い
と
判
断
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

総
選
挙
は
27
日
公
示
、

２
月
８
日
投
開
票
と
な
る

が
、
選
挙
期
間
も
異
例
の

国
会
解
散
は
「
総
理

大
臣
の
専
権
事
項
」
と

解
釈
さ
れ
て
い
る
が
そ

の
根
拠
は
、
憲
法
第
７

条
「
天
皇
は
、
内
閣
の

助
言
と
承
認
に
よ
り
、

国
民
の
た
め
に
、
左
の

告
示
に
関
す
る
行
為
を

行

ふ

」

の

う

ち

の

３

「
衆
議
院
を
解
散
す
る

こ
と
」
と
あ
る
。
一
方
、

同
69
条
「
内
閣
は
衆
議

短
期
間
だ
。
異
常
な
人
気

を
保
っ
て
い
る
う
ち
に
選

挙
で
大
勝
し
た
い
と
い
う

思
惑
だ
。

前
回
の
総
選
挙
で
は
、

各
党
こ
ぞ
っ
て
減
税
な
ど

物
価
高
対
策
を
叫
ん
で
い

た
が
、
選
挙
が
終
わ
る
と

す
っ
か
り
声
を
ひ
そ
め
て

し
ま
っ
た
。
「
２
年
間
に

限
っ
て
食
料
品
の
消
費
税

を
な
く
す
、
こ
れ
は
私
の

悲
願
だ
」
（
高
市
首
相
）

と
、
ま
た
ぞ
ろ
選
挙
を
前

に
言
わ
れ
て
も
何
を
か
言

わ
ん
や
で
あ
る
。

中
道
と
は
右
傾
化

一
方
、
立
憲
民
主
党
と

公
明
党
は
両
党
に
よ
る
新

党
「
中
道
改
革
連
合
」
が

発
足
し
た
。
基
本
政
策
で
、

「
存
立
危
機
事
態
に
お
け

る
自
国
防
衛
の
た
め
の
自

衛
権
行
使
は
合
憲
」
と
し
、

原
発
再
稼
働
も
条
件
付
き

で
容
認
し
、
「
日
米
同
盟

を
基
軸
と
し
た
抑
止
力
・

対
処
力
の
強
化
」
や
「
憲

法
改
正
論
議
の
深
化
」
な

ど
と
、
立
憲
の
こ
れ
ま
で

の
立
場
を
か
な
ぐ
り
す
て

た
。
こ
れ
で
は
自
民
党
や

そ
の
他
右
翼
政
党
と
な
ん

ら
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

戦
争
か
平
和
か

今
や
私
た
ち
日
本
国
民

は
、
「
戦
争
の
で
き
る
国

へ
大
き
く
踏
み
出
す
」
の

か
、
「
平
和
と
生
活
を
大

事
に
す
る
国
に
す
る
」
の

か
、
大
き
な
岐
路
に
立
た

さ
れ
た
。

戦争よりも平和

新
社
会
党
は
、
昨
年
暮

れ
に
、
日
本
共
産
党
、
社

会
民
主
党
、
沖
縄
の
風
の

各
党
の
女
性
党
首
・
幹
事

長
と
共
同
し
て
、
生
活
優

先
、
平
和
憲
法
擁
護
の
新

し
い
護
憲
勢
力
の
塊
を
つ

く
ろ
う
と
集
ま
っ
た
。

戦
争
へ
の
道
で
は
な
く
、

憲
法
を
守
り
、
憲
法
を
暮

ら
し
に
活
か
し
、
生
活
優

先
を
求
め
る
候
補
者
こ
そ

国
会
に
送
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

週刊「新社会」

購読をお願いします
月額 ７００円

郵送料 １６８円

鴨
川
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
問
題
に
進

展
が
あ
っ
た
。

経
産
省
が
Ｆ
Ｉ

Ｔ
（
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
）
認
定
を
取
り
消
し

た
。
当
初
の
計
画
通
り
に

稼
働
で
き
ず
手
続
き
に
も

不
備
が
あ
っ
た
と
か
。
こ

の
問
題
で
は
地
元
の
住
民

や
漁
協
な
ど
が
反
対
運
動

を
粘
り
強
く
続
け
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
市
を
県
を
国

を
も
動
か
し
た
の
だ
▼
そ

う
な
る
と
、
再
申
請
し
て

設
備
が
完
成
し
て
も
電
気

の
買
取
価
格
は
、
当
初
の

kwh
36
円
が
８
円
と
な
る
。

２
０
０
億
円
の
工
事
費
で

も
20
年
間
で
７
２
０
億
円

の
売
り
上
げ
に
な
る
は
ず

が
、
１
６
０
億
円
程
度
に

激
減
す
る
の
だ
▼
熊
谷
知

事
は
「
急
峻
な
地
形
で
盛

土
を
伴
う
開
発
は
難
易
度

が
高
い
。
許
可
以
外
の
場

所
を
伐
採
し
た
復
旧
も
難

易
度
が
高
い
。
こ
の
二
つ

が
ク
リ
ア
さ
れ
な
い
限
り

本
体
工
事
を
認
め
る
つ
も

り
は
な
い
」
と
言
い
切
っ

た
▼
と
こ
ろ
で
、
認
可
条

件
を
満
た
し
て
い
な
い
時

点
は
２
０
２
３
年
３
月
。

そ
の
こ
と
が
判
明
し
て
県

と
事
業
者
に
経
産
省
が
通

知
し
た
の
が
な
ん
と
今
年

の
１
月
９
日
。
自
民
党
主

導
の
日
本
国
と
は
こ
れ
ほ

ど
無
責
任
な
の
だ
。

３党女性党首による第２回共同街宣で訴え

る岡﨑宏美新社会党委員長、左端は共産党

田村智子委員長、中央は社民党福島瑞穂党

首 ＝1月21日、東京・有楽町駅前

院
で
不
信
任
の
決
議
案

を
可
決
し
、
又
は
信
任

の
決
議
案
を
否
決
し
た

と
き
は
、
10
日
以
内
に

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
な

い
限
り
、
総
辞
職
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

あ
る
の
み
だ
。

天
皇
は
国
政
に
関
与

し
な
い
、
７
条
は
単
に

形
式
に
過
ぎ
な
い
。

内

閣

が

議

会

か

ら

「
ノ
ー
」
を
突
き
つ
け

ら
れ
た
と
き
に
解
散
が

あ
り
う
る
。
し
か
し
、

誰
が
そ
れ
を
宣
言
す
る

か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

国
民
に
選
ば
れ
た
議

会
を
総
理
が
お
い
そ
れ

と
解
散
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
。
「
内
閣
の
助

言
と
承
認
」
を
都
合
よ

く
解
釈
し
た
憲
法
違
反

の
行
為
だ
。

解
散
は
総
理
の
専
権
事
項
か

年
が
明
け
た
１
月
３

日
未
明
、
米
軍
は
突
然

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
首
都
カ

ラ
カ
ス
及
び
軍
事
施
設

に
大
規
模
な
空
爆
を
行

い
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統

領
夫
妻
を
ア
メ
リ
カ
に

拉
致
し
た
。
こ
の
攻
撃

で
１
０
０
人
を
超
え
る

軍
人
や
民
間
人
が
殺
害

さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
世
界
中
に
震
撼
が
走
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
ア

メ
リ
カ
に
麻
薬
の
密
輸

を
し
て
い
る
。
マ
ド
ゥ
ー

ロ
大
統
領
は
選
挙
で
不

正
を
行
っ
た
。
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に

多
く
の
移
民
が
押
し
寄

せ
て
い
る
」
な
ど
と
正

当
化
し
て
い
る
。

こ
の
軍
事
侵
攻
は
一

国
の
主
権
、
領
土
保
全

や
政
治
的
独
立
に
対
す

る
武
力
の
行
使
を
禁
じ

た
国
連
憲
章
違
反
で
あ

り
、
同
時
に
国
際
秩
序

を
脅
か
す
危
険
な
内
政

干
渉
で
許
さ
れ
な
い
。

高
市
首
相
は
こ
の
よ

う
な
暴
挙
に
対
し
て
糾

弾
で
き
な
か
っ
た
。
自

身
の
い
う
「
法
の
支
配
」

は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
か
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
攻

撃
は
原
油
な
ど
の
天
然

資
源
確
保
の
た
め
と
も

言
わ
れ
、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
が
欲
し
い
、
果
て

は
パ
ナ
マ
運
河
が
欲
し

い
な
ど
軍
事
力
や
金
の

力
を
ち
ら
つ
か
せ
る
。

世
界
を
も
支
配
し
よ

う
と
す
る
暴
君
は
即
刻

退
場
さ
せ
よ
う
。

暴
君
ト
ラ
ン
プ
は
去
れ



Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
電
子
レ

ン
ジ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私

は
そ
れ
を
参
考
に
、
チ
ャ
ー

ハ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。

用
意
す
る
も
の
は
、
暖
か

い
ご
飯
と
玉
子
、
そ
の
他

お
好
み
で
考
え
て
下
さ
い
。

私
は
、
熱
く
な
ら
な
い
容

器
を
使
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１
、

ご
飯
に
玉
子
を

割
り
入
れ
か
き

混
ぜ
ま
す
。
玉

子
か
け
ご
飯
の

イ
メ
ー
ジ
で
す
。

そ
れ
を
電
子
レ

ン
ジ
に
入
れ
て

１
分
（
５
０
０

ｗ
で
も
６
０
０

ｗ
で
も
あ
ま
り

変
わ
り
ま
せ
ん
）

取
り
出
し
て
混
ぜ
ま
す
。

こ
の
時
点
で
は
、
チ
ャ
ー

ハ
ン
に
な
る
か
不
安
に
な

り
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
、
味
付
け

で
す
。
私
は
、
醤
油
味
の

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

を
作
る
（
こ
れ
も
レ
ン
チ

ン
で
作
り
ま
す
）
と
き
、

ス
ー
プ
を
半
分
残
し
て
味

付
け
し
ま
す
。

辛
口
が
好
き
な
の
で
、

チ
ュ
ー
ブ
の
ニ
ン
ニ
ク
、

キ
ム
チ
、
ラ
ー
油
、
胡
椒

を
加
え
、
混
ぜ
混
ぜ
チ
ン

を
繰
り
返
し
、
味
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

中
華
料
理
の
様
な
パ
ラ

パ
ラ
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
は
違

い
、
し
っ
と
り
系
で
す
。

自
分
の
思
っ
て
い
た
味
に

な
る
と
心
の
声
で
「
旨
い
」

と
思
わ
ず
、
ニ
ヤ
っ
と
し

て
し
ま
い
ま
す
。
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
味
で
な
い
時
も

あ
り
ま
す
。

パ
ラ
パ
ラ
チ
ャ
ー
ハ
ン

と
、
い
つ
も
私

好
み
の
美
味
し

い
チ
ャ
ー
ハ
ン

が
作
れ
る
こ
と

が
研
究
課
題
で

す
。イ

ン
ス
タ
ン

ト
ラ
ー
メ
ン
は
、

容
器
に
ラ
ー
メ

ン
を
入
れ
お
湯

を
注
ぎ
ま
す
。

お
湯
か
ら
だ
と

約
７
分
位
で
す

が
、
麺
の
硬
さ
は
温
め
時

間
で
調
整
し
ま
す
。

「
旨
い
」
と
思
う
瞬
間

を
楽
し
み
な
が
ら
、
研
究

す
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

最
近
の
冷
凍
食
品
は
、

技
術
の
進
展
に
よ
り
、
美

味
し
い
も
の
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
も
い
い
で

す
。
私
は
、
既
成
の
冷
凍

に
ち
ょ
い
足
し
も
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

【
菊
地
】

（2）2026年2月 新 社 会 (1988年1月18日第3郵便物認可)

節
く
れ
の
指
も
て
供
養
畳
針

水
明

集
い
は
、
広
瀬
理
夫
憲

法
を
活
か
す
会
千
葉
県
協

議
会
共
同
世
話
人
の
開
会

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

富
山
栄
子
新
社
会
党
中
央

本
部
副
委
員
長
の
挨
拶
を

受
け
、
第
一
部
の
新
春
講

演
会
に
移
っ
た
。

講
演
は
「
い
ま
こ
そ
非

武
装
中
立
政
策
を
」
と
題

し
て
、
纐
纈
厚
さ
ん
（
山

こ
う
け
つ

口
大
学
名
誉
教
授
）
が
熱

く
語
っ
た
。
以
下
、
講
演

の
趣
旨
。

陸
上
自
衛
隊
第
一
空

挺
団
は
、
１
月
11
日
に

自
衛
隊
習
志
野
演
習
場

に
お
い
て
「
降
下
訓
練

始
め
」
を
行
っ
た
。

今
回
は
こ
れ
ま
で
で

最
多
の
ア
メ
リ
カ
・
イ

ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・

ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
・

オ
ラ
ン
ダ
を
始
め
と
し

た
15
ヵ
国
の
多
国
籍
軍

（
日
本
の
自
衛
隊
含
む
）

が
参
加
し
た
。

こ
の
目
的
は
緊
張
の

高
ま
る
南
西
諸
島
の
離

島
奪
還
を
想
定
し
た
も

の
で
、
国
際
的
な
軍
事

同
盟
を
既
成
事
実
化
す

る
と
い
う
意
図
が
あ
る
。

さ
ら
に
普
段
は
立
ち
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
基

地
内
に
市
民
を
招
待
し

て
行
う
と
い
う
、
ま
さ

に
自
衛
隊
の
存
在
を
宣

伝
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
の
目
論
見
も
明

ら
か
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
共
同

テ
ー
ブ
ル
ち
ば
（
新
社

会
党
・
社
会
民
主
党
・

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千

葉
県
・
ア
イ
女
性
会
議
・

憲
法
を
活
か
す
会
千
葉

県
協
議
会
）
は
前
日
の

10
日
に
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅

前
に
て
「
合
同
訓
練
反

対
」
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

を
行
っ
た
。
折
し
も
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
と
い

う
前
代
未
聞
の
軍
事
行

動
が
あ
っ
た
ば
か
り
で

市
民
の
関
心
も
高
く
、

マ
イ
ク
を
握
っ
た
発
言

者
の
訴
え
に
も
力
が
入
っ

た
。共

同
テ
ー
ブ
ル
メ
ン

バ
ー
は
引
き
続
き
午
後

３
時
か
ら
第
一
空
挺
団

の
正
門
前
に
移
動
し
、

自
衛
隊
幹
部
に
対
し

て
合
同
訓
練
の
中
止

を
求
め
る
要
請
書
を

手
渡
し
抗
議
を
行
っ
た
。

な
お
、
11
日
の
訓
練

当
日
は
強
風
の
た
め
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
は
中

止
さ
れ
た
。

多
国
籍
軍
の
合
同
訓
練
許
す
な

武器で命は守れない
新春講演会＝今こそ非武装中立政策を

2026年新春の集い

憲
法
を
活
か
す
千
葉
県
協
議
会
と
新
社
会
党

千
葉
県
本
部
は
、
１
月
24
日
、
習
志
野
市
内
に

お
い
て
恒
例
の
「
新
春
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。

お
り
し
も
、
高
市
早
苗
首
相
に
よ
る
国
会
冒

頭
解
散
を
受
け
て
、
戦
争
へ
の
道
を
選
ぶ
の
か

平
和
を
選
ぶ
の
か
、
会
場
は
熱
気
を
帯
び
た
。

来
賓
は
次
の
と
お
り
。

小
西
洋
之
参
議
員
議
員
、

阿
部
治
正
社
民
党
千
葉
県

連
合
副
代
表
、
川
副
邦
明

日
本
共
産
党
千
葉
県
委
員

会
副
委
員
長
、
呉
泳
哲
朝

鮮
総
連
千
葉
県
本
部
委
員

長
、
永
野
勇
憲
法
を
活
か

す
会
千
葉
県
協
議
会
運
営

委
員
長
、
大
野
博
美
元
県

議
、
増
田
薫
松
戸
市
議
、

清
田
の
り
子
弁
護
士
、
北

島
利
則
国
労
千
葉
地
本
副

委
員
長
、
堀
川
久
司
千
葉

ハ
ッ
キ
ョ
の
会
呼
び
か
け

人
、
早
田
賢
史
弁
護
士
、

中
村
美
彦
市
原
地
区
労
議

長
、
金
澤
壽
京
葉
ユ
ニ
オ

ン
共
同
代
表
、
鈴
木
崇
之

ユ
ニ
オ
ン
市
原
委
員
長
、

鎌
倉
淑
子
市
民
の
千
葉
を

つ
く
る
会
理
事
、
市
川
ま

り
子
戦
争
体
験
を
伝
え
る

会
代
表
、
神
田
好
さ
ま
、

神
田
宗
武
さ
ま
、
大
森
久

美
子
さ
ま
、
他
。

過
去
10
年
間
の
安
全
保

障
政
策
は
２
０
１
４
年
の

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣

議
決
定
以
来
、
安
保
三
文

書
の
閣
議
決
定
な
ど
を
経

て
、
原
子
力
潜
水
艦
の
導

入
や
武
器
輸
出
見
直
し
な

ど
大
軍
拡
へ
着
手
し
た
。

中
国
歴
代
皇
帝
は
北
か

ら
の
侵
略
を
恐
れ
て
き
た
。

今
は
、
日
本
列
島
か
ら
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
至
る
ま
で
、
ア

メ
リ
カ
と
そ
の
同
盟
国
に

よ
っ
て
海
か
ら
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
中
国

こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
や
日
本

を
恐
れ
て
い
る
。
「
中
国
・

北
朝
鮮
脅
威
論
」
は
、
そ

れ
を
利
用
し
て
軍
事
増
強

を
狙
う
政
治
宣
伝
だ
。

中
国
は
脅
威
か

南
西
諸
島
に
ミ
サ
イ
ル

を
配
備
し
て
い
る
。
「
専

守
防
衛
」
が
「
防
衛
の
た

め
の
先
制
攻
撃
」
へ
と
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

「
武
力
に
よ
ら
な
い
自

衛
」
こ
そ
が
戦
争
を
し
な

い
こ
と
で
あ
り
、
人
の
命

を
守
る
こ
と
だ
。
今
こ
そ

「
非
武
装
中
立
」
だ
。

「
正
義
・
人
権
・
環
境
・

平
和
」
を
掲
げ
る
新
社
会

党
や
、
同
じ
く
戦
争
へ
の

道
に
反
対
し
平
和
を
求
め

る
日
本
共
産
党
、
社
民
党

が
大
き
く
伸
び
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

非
武
装
こ
そ

が
命
を
守
る

変
容
す
る

安
保
政
策

第
二
部
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
習
志
野
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
と
歌

を
聞
き
な
が
ら
楽
し
く
語

り
合
っ
た
。

来
賓
の
挨
拶
な
ど
を
受

け
、
最
後
に
新
社
会
党
千

葉
県
自
治
体
議
員
団
の
紹

介
と
あ
い
さ
つ
で
集
い
を

締
め
く
く
っ
た
。

ジ
ャ
ズ
を
堪
能

「武力によらない自衛を」熱弁を振るう纐纈厚さん

＝1月24日、習志野市内

二
月
八
日
は
一
年
間
使
っ
た
針
を
供
養
す
る
日
。

元
来
、
和
歌
山
加
太
の
淡
嶋
信
仰
が
起
源
と
さ
れ
、

西
日
本
で
は
一
二
月
八
日
に
行
う
こ
と
が
多
い
。

東
京
で
は
、
浅
草
の
淡
嶋
神
社
が
有
名
。
神
前
に

用
意
さ
れ
た
豆
腐
や
蒟
蒻
に
針
を
刺
し
供
養
す
る
。

近
年
で
は
針
を
使
う
こ
と
も
減
っ
た
が
、
洋
裁
学

校
な
ど
で
は
感
謝
と
上
達
を
願
う
行
事
と
し
て
い

る
向
き
も
あ
る
。
持
ち
寄
る
針
は
様
々
で
あ
る
が
、

掲
句
の
そ
れ
は
「
畳
針
」
。
季
語
は
「
針
供
養
」

（
春
）
で
あ
る
。


